121分類H　付属証明書
エコマーク商品類型No.121「リターナブル容器･包装資材Version2」付属証明書
【分類H　～その他の容器･包装資材～】
本付属証明書は、エコマーク商品類型No.121「リターナブル容器･包装資材Version2」のエコマーク使用申込を行う際に、「エコマーク商品認定・使用申込書」とともに提出して下さい。

	申込日：２０2　
	
	年
	
	月
	
	日

	申込ブランド名
	

	申込者
	（会社名）




	＜付属証明書の作成方法＞
1．申込製品に関する必要事項を「記入欄」に記載して下さい。
※「記入欄」に網かけがある「項目」は記入不要です。
2．「添付証明書」欄の各証明書をご用意下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。
3．「添付証明書」に網かけのある「項目」は、添付証明書の提出は不要です。
※ 各証明書の作成は（記入表）を参照して下さい。
4．「添付証明書」の作成は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。



	項目
	記入欄／添付資料　※該当する事項をチェックして下さい

	エコマーク表示（予定）の媒体について記載下さい。
※原則として製品、包装、取扱説明書、商品説明書（パンフレットなど）等にエコマークを表示すること
	[bookmark: チェック9]表示媒体：□製品　／ □包装　／□取扱説明書
□商品説明書(カタログ・リーフレット)　／　□Web 
□その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

	エコマーク表示予定設計図

※エコマークの表示方法はエコマーク使用の手引を参照下さい。
	表示予定設計図の提出（書式自由・原稿）
*様式2の｢エコマーク表示見本｣の画像をご活用ください
[image: 148_消音ユニット_坊主]
エコマーク認定番号または使用契約者名の表示
（両方を表示することも可）

	エコマークを表示しない（予定）場合はその理由を右欄に記載下さい。
	【表示無しの理由】



	項目
	記入欄
（該当する事項をチェックして下さい）
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	製品を開発した会社
	　□他社／□自社
※他社開発製品の場合は右記証明書をご提出下さい。
	記入表121-1
	申込承諾者

	他社において既に認定を受けている商品を別ブランドとして申込む場合
	ブランド名以外の変更が　 □ある／□ない
（該当する事項をチェックして下さい）

※変更がなければ、以下の項目の証明は不要です
	エコマーク商品認定　審査結果通知書の写し
既認定型式と本申込　　製品の型式との対応表
	申込者

	No.121「リターナブル容器･包装資材｣の認定商品で、契約更新に伴う再審査の場合
	既認定番号（　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	



分類H　～その他の容器・包装資材～
「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-1．環境に関する基準と証明方法
	[bookmark: _Hlk102722335]認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(1)
繰り返し使用
	
	繰り返し使用実績
	申込者

	4-1.(2)
設計
	［設計］
繰り返して一回使用するごとにラベルを接着/剥離する必要が　　　　□ある　／　□ない
	社内設計文書
あるいは
第三者証明
	申込者
あるいは
第三者試験機関

	4-1.(3)
回収システム
	［回収システム］

	回収システムを説明する文書
	申込者

	
	［回収用の容器］
□リターナブル容器を回収するための容器がある
□リターナブル容器を回収するための容器がない
	容器の説明書
あるいは
容器の写真
	申込者

	
	［再使用可能であることの情報提供］
	情報表示/情報公示の実施部分
	申込者

	4-1.(4)
環境法規の順守
	
	記入表121Ｈ-2
	最終製品
製造工場

	4-1.(5)
印刷インキ
	［製品に使用する印刷インキ］
印刷インキ工業連合会「印刷インキに関する自主規制（ネガティブリスト規制）」で規制されている物質を
□処方構成成分として添加している
□処方構成成分として添加していない
□印刷インキの使用がない
	
	

	4-1.(6)
ハロゲンを含むプラスチック
	［ポリマー骨格にハロゲンを含むプラスチックの使用］
プラスチック材料の
· 使用なし　／　□使用あり
· 使用がある場合には、以下参照
	
	

	
	ポリマー骨格へのハロゲンを含むプラスチックの
□使用なし　／　□使用あり
　　※　使用がある場合には、右記参照
	廃棄時にマテリアルリサイクルが確実に行なわれることの説明文書
	申込者

	4-1.(7)
食品、添加物等の規格基準に定める有害物質
	［食品衛生法に定める有害物質の要件］
□内容物が食品
□内容物が化粧品
□内容物が医療関係品
□内容物は上記以外　
　※内容物が食品/化粧品/医療関係品でない場合には、
　　　試験結果の提出は不要です
	食品、添加物等の規格基準(昭和34年厚生省告示第370号)に適合していることの試験結果
	第三者試験機関　または　申込者　または　容器製造事業者

	4-1.(8)
付属部品
	［付属部品］
比較対象となるワンウェイの容器･包装資材が
　□ある　／　□ない　
※比較対象がある場合には説明文書が必要です
	流通･使用･消費時のラベル/キャップ等の廃棄物排出についてワンウェイ容器と比較する説明文書
	申込者




「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-2．材料に関する基準と証明方法　
	項目
	記入欄
※ 製品の構成材料ごとに重量割合(%)を、固有値あるいは範囲でご提示ください

	製品構成
	ガラス　　　（　　　　）　（　　　）%　

	
	プラスチック（　　　　）　（　　　）%　*プラスチックポリマ名を記載してください

	
	紙　　　　　（　　　　）　（　　　）%

	
	木・竹　　　（　　　　）　（　　　）%　

	
	金属　　　　（　　　　）　（　　　）%

	
	陶磁器・土器（　　　　）　（　　　）%　*陶磁器の原料種類を記載してください

	
	繊維　　　　（　　　　）　（　　　）%　*繊維の種類（混用）を記載してください

	
	その他　　　（　　　　）　（　　　）％　*上記以外の構成材料名を記載してください



次ページ以降は、容器を構成する材料によって適用となる基準項目が異なります。
上表で製品の構成をご提示いただきますが、占有率の大きいものから順に合計し、全体重量の70%以上を構成する材料について、適用する基準（A～G）が決まります。

例
	項目
	記入欄
※ 製品の構成材料ごとに重量割合(%)を、固有値あるいは範囲でご提示ください

	製品構成
	ガラス　　　（　―　　）　（　　０）%　

	
	プラスチック（　ＰＥ　）　（　４０）%　*プラスチックポリマ名を記載してください

	
	紙　　　　　（　―　　）　（　　０）%

	
	木・竹　　　（　竹　　）　（　１２）%　

	
	金属　　　　（　ＳＳ　）　（　２５）%

	
	陶磁器・土器（　―　　）　（　　０）%　*陶磁器の原料種類を記載してください

	
	繊維　　　　（綿１００）　（　　８）%　*繊維の種類（混用）を記載してください

	
	その他　　　（　ＮＢＲ）　（　１５）％　*上記以外の構成材料名を記載してください


適用基準の決め方：占有率の大きいものから順に並べますと「プラスチック」「金属」「ゴム」「竹」「繊維」となり、上位３種「プラスチック分４０%」「金属分２５%」「ゴム分１５%」の合計が８０%と、はじめて製品全体の７０%以上になります。（「プラスチック分４０%」と「金属分２５%」では６５%にかならず、製品全体の７０%に届きません）よって、この例においては「プラスチック⇒Ｂ」「金属⇒Ｅ」「ゴム⇒該当なし」について、認定基準を適用します。


「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-3．品質に関する基準と証明方法　
	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-3.(27)
容器の品質
	［該当する品質規格］
□JIS規格　　　　　（JIS　　　　　　　　　　　　　　　　）
□業界の自主規格（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□自社規格
	該当する規格に適合していることを示す証明書
	申込者


「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-2．材料に関する基準と証明方法　（A.ガラス材料）
	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-2.(9)
添加剤
	［添加剤］
添加剤（着色剤など）の使用が
□ある　／　□ない　※使用がある場合には、以下参照
	
	

	
	□無色のガラスびん／軽量ガラスびん
	
	

	
	カドミウムおよびその化合物
鉛およびその化合物
水銀およびその化合物
六価クロムおよびその化合物
ヒ素およびその化合物
	□有／□無
□有／□無
□有／□無
□有／□無
□有／□無
	
	

	
	□その他色のガラスびん／軽量ガラスびん
	成分表
または
SDS
	添加剤製造事業者

	
	カドミウムおよびその化合物
鉛およびその化合物
水銀およびその化合物
六価クロムおよびその化合物
ヒ素およびその化合物
セレンおよびその化合物
	□有／□無
□有／□無
□有／□無
□有／□無
□有／□無
□有／□無
	
	




「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-2．材料に関する基準と証明方法　（Ｂ．プラスチック材料）
	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-2.(10)
代替フロンを含むオゾン層破壊物質
	［容器製造でのオゾン層破壊物質］
	記入表121B-3
	プラスチック材料製造事業者
または
製品組立事業者（工場長/責任者）

	
	特定フロン(CFC5種)の使用
その他のCFCの使用
四塩化炭素の使用
トリクロロエタンの使用
代替フロン(HCFC)の使用
	□有／□無
□有／□無
□有／□無
□有／□無
□有／□無
	
	

	4-2.(11)
容器に使用するプラスチック添加物
	［添加物］
□内容物が食品
□内容物が化粧品
□内容物が医療関係品
□内容物は上記以外　
　※内容物が食品/化粧品/医療関係品でない場合には、
　　　ポジティブリスト登録をEN71-3試験で代用可能


該当項目にチェックし記入表等を提出してください。

□各製造事業者の発行による記入表121B-4a
　 ※各製造工程を担当する事業者は、バージン樹
脂製造事業者、再生材料供給(ペレット化・フ
レーク化)事業者および成型事業者を指し、
それぞれの事業者から本証明書を発行して
もらう必要があります。

□成型事業者等の発行による記入表121B-4b

	
記入表121-4a
※バージン樹脂製造事業者による証明書は、記入表121-4aに代えて、業界ＰＬの樹脂登録確認証明書の写し、食品用以外は重金属試験結果でも代用可。
再生材料供給事業者および成型事業者の証明書は、121-4aを提出(詳細は121-4a注釈を参照のこと)。
または/および
記入表121-4b
※記入表121-4bで証明する場合には、発行者よりも川上（上流側）の製造段階で使用される原材料も含めて確認していることが必要です。
成型事業者に代わって、より川下の組立・最終製造事業者による証明でも可。
	
(記入表121-4a)
各製造工程担当事業者





(記入表121-4b)
[bookmark: _GoBack]成型事業者等

	4-2.(12)
製品の処方構成成分（カドミウム、鉛、六価クロム、水銀およびそれらの化合物）
	
	記入表 121B-5
	申込者

	4-2.(13)
製品の処方構成成分（IARCによる発がん性物質）
	［IARCによって1、2A、2Bに分類されている物質］
□内容物が食品
□内容物が化粧品
□内容物が医療関係品
□内容物は上記以外　※
　※内容物が食品/化粧品/医療関係品でない場合には、
　　　証明書の提出は不要です
	記入表 121B-5
	申込者

	4-1.(14)
異種材料の分離
	［異種材料の分離］
□製品がFRP製である
□製品がFRP製でない
※製品がFRP製である場合には、　証明書の提出は不要です
	廃棄時に素材ごとに分離が可能であることを示す説明書
	申込者

	4-1.(15)
修理
	［製品破損時の修理］
□製品がFRP製である
□製品がFRP製でない
　※製品がFRP製でない場合には、証明書の提出は不要です
	修理を行なう施設の所在地、修理方法、修理の能力を示す書類
	申込者

	4-1.(16)
ポリマーの材質表示
	
	表示箇所の写真
または
表示設計図
	申込者




「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-2．材料に関する基準と証明方法　（Ｃ．紙材料）
	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-2.(17)
パルプ漂白工程での塩素ガス
	
	記入表　121C-3
	製紙事業者

	4-2.(18)
容器資材
	［外部容器の資材］
	記入表121C-4
	製造工程担当事業者
（製紙事業者・印刷事業者など）

	
	色紙、ファンシーペーパー、
樹脂含浸紙（水溶性のものを除く）、
硫酸紙、ターポリン紙、ロウ紙、
セロハン、合成紙、カーボン紙、
ノンカーボン紙、感熱紙、圧着紙、
捺染紙、昇華転写紙、
感熱性発泡紙、芳香紙
	使用が
□有／□無
	
	

	
	感熱インキ、減感インキ、
磁性インキ、昇華性インキ、
発泡インキ、芳香インキ
	使用が
□有／□無
	
	




「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-2．材料に関する基準と証明方法　（Ｄ．木･竹材料）
	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-2.(19)
接着剤、添加剤、化粧加工
	［接着剤、添加剤、化粧加工剤］
□接着剤の使用がない
□接着剤の使用がある　製品での重量割合　　　　　％
　（　　　　　　　　　　　　）　※左欄に化学物質名を記載
	
	

	
	□添加剤の使用がない
□添加剤の使用がある　　製品での重量割合　　　　　％
　（　　　　　　　　　　　　）　※左欄に化学物質名を記載
	
	

	
	□化粧加工剤の使用がない
□化粧加工剤の使用がある製品での重量割合　　　　％
　（　　　　　　　　　　　　）　※左欄に化学物質名を記載
	
	

	4-2.(20)
保存剤
	［保存剤（防蟻剤、防腐剤、防虫剤、防かび剤）］
	
	

	
	防蟻剤の使用
防腐剤の使用
防虫剤の使用
防かび剤の使用
	□有／□無
□有／□無
□有／□無
□有／□無
	
	




「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-2．材料に関する基準と証明方法　（Ｅ．金属材料）
	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-2.(21)
識別表示
	
	回収された製品の材質が識別可能であることを示す説明書
	申込者




「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-2．材料に関する基準と証明方法　（Ｆ．陶磁器･土器材料）
	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-2.(22)
有害物質の含有
	
	土壌汚染対策法(平成14年、環境省令第29号)に適合していることの含有試験結果
（カドミウム、鉛、六価クロム、ヒ素、総水銀、セレン）
	試験機関




「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-2．材料に関する基準と証明方法　（Ｇ．繊維材料）
	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-2.(23)
製品加工
	
	記入表121G-3
	申込者

	4-2.24)
ホルムアルデヒド
	
	厚生省令34号にもとづく試験結果
	申込者
または
試験機関

	4-2.(25)
色材（染料）
	
	記入表121G-4
	着色事業者

	4-2.26)
異種材料の分離
	
	廃棄時に素材ごとの分離が可能なことを示す説明書
	申込者
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